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キッコーマン［フードカルチャー］

千二百年にわたる肉食禁忌の風習に一大転機がおとずれる

肉食の解禁―開化を始める日本人の肉食文化 ……渡辺善次郎

庶民の夢「王様のように白パンにバター」は、新世界で実現する

世界の食の交差点―アメリカの食文化見聞録【中】……加 藤 裕 子

世界の食文化雑学講座
第一話・第二話・第三話
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表
紙
の
解
説

『
使
節
ペ
リ
横
浜
応
接
之
図
』（
横
浜
市
中
央
図
書
館
蔵
）

一
八
五
四
年（
安
政
元
年
）三
月
八
日
、
史
上
初
の
日
米
公
式

会
談
を
幕
府
側
の
松
代
藩
絵
師
・
高
川
文
筌
が
描
い
た
絵
。

手
前
右
か
ら
林
大
学
頭
を
筆
頭
に
応
接
掛
、
そ
の
対
面

が
ペ
リ
ー
提
督
、
参
謀
長
ア
ダ
ム
ス
、
ペ
リ
ー
の
息
子
と

並
ぶ
。

左
端
で
白
い
画
帳
を
開
い
て
い
る
の
が
ペ
リ
ー
艦
隊
に
随

行
し
た
ハ
イ
ネ（
当
誌
第
八
号
の
表
紙
を
描
い
た
画
家
）
で

あ
る
。

したが、まさにしょうゆについて述べているかの

ようです。

このように一国の食文化が、世界各国の文化に

融け込み、新しい食文化として芽生え、成長する

とき、人々のより豊かな食生活が育まれるのです。

当センターの活動が、日本はもちろん世界の

国々の食の歴史や食文化の紹介にとどまらず、「食

の国際交流」に少しでも寄与できることを願って

います。

キッコーマン国際食文化研究センター

食の国際交流と豊かな食生活をめざして

日本通として知られ、ヨーロッパの生活も経験さ

れて、文字通り国際的な味覚を持たれた元米国駐日

大使・故ライシャワー博士は、「食の国際交流」が

世界中の人々に豊かな食生活をもたらしていること

を、当社に寄せたメッセージのなかで述べられてい

ます。そしてその例証として、日本人の食生活に欠

かせない基礎調味料・しょうゆのアメリカ進出と

成功を取り上げています。

また評論家の花田清輝は「真にナショナルなも

のは、実はインターナショナルである」と喝破しま

K i k k o m a n  I n s t i t u t e  f o r  I n t e r n a t i o n a l  F o o d   C u l t u r e

キッコーマン国際食文化研究センター
〒278-8601 千葉県野田市野田250 TEL:04-7123-5215 FAX:04-7123-5218

＜開館時間＞午前10時～午後5時　＜休館日＞土・日曜日、祝日、年末・年始、ゴールデンウィーク、旧盆
※詳細は当センターへお問い合わせください。
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ペリー提督と随行員の一行は、
左端の建物（横浜応接場)へと向かう
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千
二
百
年
に
わ
た
る
肉
食
禁
忌
の
風
習
に
一
大
転
機
が
お
と
ず
れ
る

渡辺善次郎（わたなべ ぜんじろう）
1932年　東京に生れる。1956年早稲田大学卒業
1961年　同大学院商学研究科博士課程修了。同年国立国会図

書館に入り、調査立法考査局農林課長、海外事情課
長を経て、専門調査員

1991年　退職。商学博士。現在、都市農村関係史研究所主宰。
主著『都市と農村の間ー都市近郊農業史論』（1983
年　論創社）、『聞き書・東京の食事』（編著・1987
年　農文協）、『巨大都市江戸が和食をつくった』
（1988年　農文協）、『農のあるまちづくり』（編
著・1989年　学陽書房）、『東京に農地があってな
ぜ悪い』（共著・1991年　学陽書房）、『近代日本都
市近郊農業史』（1991年　論創社）

市
場
風
景
と
国
土
景
観

は
じ
め
に

肉
食
の
解
禁
―
―
開
化
を
始
め
る
日
本
人
の
肉
食
文
化

腎臓（左）や心臓（右）などがならぶパリの臓物店
（週刊朝日百科2 『世界の食べもの』）

第
八
号「
異
国
食
の
受
容
と
変
容
」

の
あ
ら
す
じ

日
本
の
食
の
歴
史
は
、
弥
生
時
代
の
米
食

文
化
流
入
以
来
、
異
国
の
食
文
化
を
受
容
し
な

が
ら
江
戸
時
代
に
「
和
食
」
を
完
成
さ
せ
た
。

そ
の
和
食
は
、
開
国
・
文
明
開
化
に
よ
っ
て

西
洋
の
食
文
化
を
受
容
し
、
変
容
を
遂
げ
た
。

そ
れ
以
前
、
長
崎
で
は
幕
末
か
ら
西
洋
料
理
屋

が
営
業
し
て
い
た
。
開
国
後
は
、
横
浜
、
神
戸
、

函
館
な
ど
の
港
町
か
ら
西
洋
料
理
が
普
及
。

明
治
三
年
に
東
京
・
築
地
精
養
軒
ホ
テ
ル
が

開
業
。
や
が
て
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
、
ト
ン
カ
ツ
、

コ
ロ
ッ
ケ
の
よ
う
な
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

和
風
洋
食
が
広
ま
っ
た
。

明
治
後
期
に
な
る
と
、製
糖
・
製
粉
を
は
じ
め
、

食
品
産
業
が
発
達
し
て
次
々
と
新
し
い
食
材
が

出
回
っ
た
。
関
東
大
震
災
後
に
は
、
ラ
ー
メ
ン

や
ワ
ン
タ
ン
が
登
場
し
、
安
さ
と
美
味
し
さ
で

中
華
料
理
が
大
流
行
。
こ
の
頃
に
は
、
飲
食
店

の
数
も
増
え
店
の
大
衆
化
も
進
み
、
多
く
の
庶
民

は
こ
こ
で
新
し
い
異
国
の
味
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
料
理
は
、
一
品
ご
と
に
米
飯
の

副
食
に
な
る
も
の
だ
け
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
世
界
に
類
を
み
な
い
和
・
洋
・
華
混

合
の
多
様
な
食
が
、
新
し
い
日
本
の
食
と
し
て

成
立
し
た
。

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
三
月
、
徳
川
幕
府

は
日
米
和
親
条
約
を
締
結
、
続
い
て
日
英
、

日
蘭
、
日
露
な
ど
西
洋
諸
国
と
次
々
に
和
親

条
約
を
結
び
、
長
い
間
の
鎖
国
政
策
を
転
換

し
て
開
国
に
踏
み
き
っ
た
。
平
成
十
六
年
は

そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
五
〇
周
年
に
あ
た
る
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古
代
の
肉
食
と
肉
食
禁
止
令

お客の注文に応えて、内臓をとりあわせている（週刊朝日百科 2 『世界の食べもの』）
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キ
リ
シ
タ
ン
と
肉
食

鳥（鶴）と魚（鯉）を調理する室町時代の包丁人達（週刊朝日百科 103 『世界の食べもの』）
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江
戸
時
代
の
肉
食
事
情

七代目市川団十郎演じる早野勘平（文政2年〈1819〉玉川座　国立劇場『歌舞伎公演』）

江戸時代の「ももんじい屋」と呼ばれた獣肉専門店の店先（雄山閣出版社
『全集日本の食文化第八巻』）
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薬
食
と
牛
豚
肉

長崎出島・蘭館内での饗宴風景（『唐蘭館絵巻』）徳川吉宗へ白牛が献上され、日本の酪農が始まった（千葉県酪農のさと「酪農資料館」資料）
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肉
食
禁
忌
と
殺
生
禁
断

現在でも鳥供養が毎年営まれている　（京都三条檀王法林寺の
「鳥供養塔」筆者撮影）
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参
考
文
献

・
原
田
信
男
『
歴
史
の
な
か
の
米
と
肉
』
平
凡
社
　

１
９
９
３
年

・
村
田
実
『
日
本
人
と
西
洋
食
』
春
秋
社

１
９
８
４
年

・
小
菅
桂
子
『
水
戸
黄
門
の
食
卓
』
中
公
新
書
　

１
９
９
２
年

・
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
『
江
戸
・
東
京
―
暮
ら
し
を
支

え
た
動
物
た
ち
』
農
文
協
　
１
９
９
６
年

・
岡
島
成
行
『
ア
メ
リ
カ
の
環
境
保
護
運
動
』

岩
波
新
書
　
１
９
９
０
年

文
明
開
化
と
肉
食
奨
励

動物虐待（牛いじめ）が一種の娯楽であった19世紀初期の英国（株式会社リブロポート
『非労働時間の生活史』）

明治時代の牛鍋店（明治７年〈1874〉萩原乙彦著『東京開化繁盛誌』
週刊朝日百科 103『世界の食べもの』）

事件を伝えた英紙「タイムズ」の記事
（国立国会図書館蔵　昭和63年5月14日付東京
新聞夕刊）
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庶
民
の
夢
「
王
様
の
よ
う
に
白
パ
ン
に
バ
タ
ー
」
は
、
新
世
界
で
実
現
す
る

世
界
の
食
の
交
差
点
―
―
ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
見
聞
録
【
中
】

加藤裕子（かとうひろこ）
1970年　東京に生まれる
1993年　早稲田大学政治経済学部政治学科卒業　同年（株）集英社

入社
女性月刊誌「LEE」編集部に在籍

1999年　退職。生活文化ジャーナリストとしてフリーランス
活動を開始。同年渡米
The Vegetarian Resource Group（メリーランド州）
に籍をおき、アメリカのベジタリアン事情、食生活、
健康志向などをテーマに取材。帰国後は日米のメディ
アで活躍している
著書に『寿司、プリーズ！～アメリカ人寿司を喰う』
（2002年　集英社新書）、『「シャキッと炒める」を英
語で言うと』（2002年 幻冬舎）、『食べるアメリカ人』
（2003年 大修館書店）などがある

遣
米
使
節
と
マ
ー
ク
・
ト
ゥ
エ
イ
ン

【
前
編
の
あ
ら
す
じ
】

ア
メ
リ
カ
は
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
移
民
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
人
は
、ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
入
植
し
た
。
彼
ら
は
飢
え
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ

ン
に
助
け
ら
れ
、
土
地
の
産
物
を
使
っ
た
新
し

い
ア
メ
リ
カ
料
理
を
作
り
上
げ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人

は
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
を
建
設
し
、
土
地
の
産

物
を
フ
レ
ン
チ
の
技
法
で
調
理
。
さ
ら
に
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
に
入
植
し
た
ド
イ
ツ
人
は
、

く
ず
肉
を
集
め
た
料
理
や
ピ
ク
ル
ス
、甘
い
パ
イ

な
ど
で
大
食
漢
の
胃
袋
を
満
た
し
た
。

独
立
戦
争
を
経
た
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
れ
ま
で

に
作
り
上
げ
た
食
文
化
と
食
糧
事
情
の
豊
か
さ

を
享
受
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
食
家
が
ア
メ
リ
カ

料
理
は
最
高
だ
と
褒
め
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

十
九
世
紀
に
入
る
と
、
パ
リ
の
シ
ェ
フ
た
ち
が

高
級
料
理
を
広
め
た
が
、
同
時
に
飽
食
を
戒
め
る

風
潮
も
生
ま
れ
、
健
康
食
を
始
め
る
人
た
ち
も

現
れ
る
。
そ
の
頃
、
西
部
地
域
へ
の
移
住
が
始

ま
り
、
開
拓
者
や
カ
ウ
ボ
ー
イ
た
ち
は
簡
単
、

手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
移
動
料
理
を
作
っ
た
。
こ

れ
が
現
代
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
原
点
だ
と

も
い
え
る
。

咸臨丸に随行した福沢諭吉（国立国会図書館蔵）
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南
北
戦
争
で
起
こ
っ
た
食
の
変
化

大
陸
横
断
鉄
道
の
完
成
と
流
通
革
命

J.キャンベルの缶詰製造の効率化が、
アメリカ食文化に変化をもたらした

南北戦争の様子を描いた絵画（○The Granger collection,New York/PPS)C

1869年アメリカ大陸横断鉄道が開通する
（○The Granger collection,New York/PPS)C
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シ
リ
ア
ル
と
い
う
朝
食
革
命

「
金
ぴ
か
時
代
」
の
光
と
影

現代アメリカの食の典型である巨大なステーキ
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「
新
移
民
」
が
も
た
ら
し
た
食
の
多
様
化

1909年、ドイツからアメリカへ渡る移民たちの食事風景（ニューヨーク移民博物館蔵）
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参考文献
・Danforth, Randi, et al. 1998. CULINARIA: THE UNITED STATES: A CULINARY 

DISCOVERY. Konemann
・Pillsbury, Richard, 1998. NO FOREIGN FOOD, Westview Press
・『世界の食文化12 アメリカ』本間千枝子、有賀夏紀　（農文協　2004年）
・『保存食品開発物語』スー・シェパード　赤根洋子訳　（文藝春秋　2001年）
・『クックブックに見るアメリカ食の謎』東理夫　（東京創元社　2000年）
・『アメリカの食卓』本間千枝子　文藝春秋　（1982年）
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醤
油
樽
の
は
じ
ま
り

醤
油
樽
作
り
の
全
工
程

醤
油
樽
の
仕
上
げ

★
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
第
47
回
日
本
紹
介

映
画
・
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
（
外
務

省
・
文
化
庁
・
朝
日
新
聞
社
後
援
）

に
お
い
て
優
秀
な
作
品
と
認
め
ら

れ
、『
外
務
大
臣
賞
』
と
『
銀
賞
』

を
併
せ
て
受
賞
し
ま
し
た
。

（
２
０
０
３
年
12
月
９
日
）

★
ま
た
、
第
42
回
日
本
産
業
映
画
・

ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル（
文
部
科
学
省
・

経
済
産
業
省
・
毎
日
新
聞
社
後
援
）

に
お
い
て
優
秀
作
品
と
認
め
ら
れ
、

『
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長
賞
』

を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
２
０
０
４
年
６
月
14
日
）

●
『
醤
油
樽
の
物
語
』
の
ビ
デ
オ
に

関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
当
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「日本の食文化」全5巻
●収録時間：各巻約30分　定価：各巻6,300円（消費税込）

■日本料理ともてなしの心 ～湯木貞一の世界～

■懐石、しつらう ～食卓と日本人～

■おばんざい歳時記　～庶民の味覚と四季～
■食は江戸 ～江戸前の料理と外食～

■舶来の日本料理 ～食文化の翻訳術～

「中国の食文化」全5巻
●収録時間：各巻約30分　定価：各巻7,140円（消費税込）

■北　京 ～庶民の味宮廷の味～

■広　東 ～食は広州に在り～

■江　南　～魚米之郷の名菜譜～
■四　川 ～天府之国の百菜百味～

■調理と医食同源 ～厨房にみる味の秘訣～

「ヨーロッパの食文化」全5巻
●収録時間：各巻約30分　定価：各巻6,300円（消費税込）

■黄金のフランス料理 ～エスコフィエと美食神話～

■クリストフ・マルガンの伝統料理 ～現代フランス料理事情～

■ペリゴールの秋のはなむけ ～貴腐ワイン、フォワグラ、トリュフ～

■主役はいつも大きなテーブル ～食卓画を読む～

■木村尚三郎のシチリア食紀行 ～地中海式食事法～

キッコーマン・ビデオライブラリー

「世界の食文化」シリーズ
いま世界が求めているものは、質のよい食材と調味料をつかって、おいしい料理をみんなで囲む、
くらしといのちが輝く生活です。キッコーマンならではの視点で、世界の食文化を映像にとらえました。

TOPIC

【お問い合わせ】キッコーマン国際食文化研究センター「キッコーマン・ビデオライブラリー」 TEL:04-7123-5215 URL:http://kiifc.kikkoman.co.jp/
●販売に関するお問い合わせ：ソニーＰＣＬ「ソリューション営業部」 TEL:03-5792-9340 FAX:03-5792-9329 Eメール:bn@pcl.sony.co.jp
●ビデオテープは、すべて日本語版です

◎キッコーマン国際食文化研究センターは、東アジア食文化支援の一環として、ドイツ東アジア美術協会（ドイツ）の賛助会員の資格を得て、当美術協会の活動支援を行っています。

・・・�
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